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昭和40年度遠賀町一般会計予算（単位子持）

歳　　　　　入 ��歳　　　　　出 

欺 �予塊額 �欽 �学籍額 

町　　　　　税 �46．301 �糧∴∴金一∴一類 �8，000 

39，400 �悠∴∴務i∴賞 �29，n6 

乙214 �民∴∴生∴∴殻 �14，鏡ケ 

2．0蕊 �禽∴∴隼∴∴濃 �4，8餓 

13，667 �労∴∴飽ii費 �8．0α） 

煉　支　出∴金 �4，舷 �旛林水産賀 �13，救溶 

財∴壁∴収　入 �3，914 �商　　工　　費 �309 

寄∴∴附∴∴金 �l �土　　木　　衷 �18，儲ゆ 

繰　　入　　金 �朗吟 �消∴∴防∴∴寅 �4，α記 

繰∴∴逝i∴金 �QOX） �教∴∴育∴∴蛍 �23，428 

藩∴∴収　　入 �6，482 � �40 

町　　　　　債 �qg00 �公∴∴償　賀 �Q窒Zを 

諮∴支　出　金 �l 

了＼　儀i∴i賦 �　815 132，785 

歳　入　含軸 �132．785 �・　●“　運 

（完成した遵賀中学校防音校合）

行発〇〇5月4年．4－和昭がんお報蘭

一
般
会
計
一
億
三
千
二
百
七
十
万
円

－
昭
和
4
1
年
度
予
算
可
決
－

去
る
三
月
十
二
日
招
鎖
さ
れ
た
遠
賀

町
議
会
第
2
円
定
例
会
は
、
輯
和
4
1
年

愛
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
予
算
関
係

整
案
は
じ
め
十
九
強
襲
に
つ
い
て
、

「
一
般
会
計
予
算

二
三
、
七
八
五
千
円

「
国
襲
健
康
鐙
藁
特
別
会
計
予

舞
　
　
二
五
、
五
六
三
千
円

戦
意
審
議
の
観
葉
五
紙
与
敦
で
原
案
一

名
可
決
し
二
二
月
一
十
六
日
窮
2
両
定

例
会
の
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
　
一

な
お
、
明
和
4
1
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
薄
黒
瓦

経
敬
は
次
の
と
お
り
で
す
。

簡
易
水
道
略
薬
特
別
会
計
予
錆

皐
八
重
ハ
千
円

農
業
共
済
博
薬
特
別
会
計
予
鋳

出
、
七
五
五
千
円

醐
和
4
0
年
1
月
第
一
期
工
事
に
諾
工

し
て
以
来
、
二
年
度
に
わ
た
っ
て
工
事

克
轟
け
て
い
ま
し
た
遼
費
中
学
校
鉄
筋

防
諾
改
築
工
事
は
、
去
る
3
月
末
に
金

工
雄
を
完
了
し
ま
し
た
。

3
月
2
8
に
は
、
福
岡
防
縮
施
設
局
を

は
じ
め
、
町
内
外
の
来
賓
、
及
び
工
事

関
係
諸
事
町
当
局
の
参
加
の
も
と
に

落
成
式
毛
蟹
行
し
そ
の
竣
工
を
祝
し
ま

し
た
が
、
近
代
的
感
銘
に
溢
れ
る
見
事

な
校
舎
は
、
国
道
三
号
線
沿
い
の
婁
口

に
そ
び
え
、
逆
行
く
人
に
そ
の
低
禦

誇
っ
て
お
り
ま
す
。

佳
能
た
ち
も
新
学
期
か
ら
は
、
こ
の

す
ぼ
ら
し
い
殿
舎
で
勉
学
に
励
む
こ
と

に
な
り
、
教
育
効
果
も
一
段
と
向
上
す

る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

工
事
概
要

1
櫛
∴
避鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

2
面
　
接

三
、
二
二
二
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル

3
教
　
室

○
普
通
教
室
　
1
5
教
室

〇
時
別
教
室

理
科
室
、
理
科
研
究
蜜
、
図
蛮
雫

音
楽
教
室
、
家
庭
科
塞
、
洗
湘
雫

調
理
竃
撃
殺
術
科
教
室
、
技
術

科
掌
編
萎

○
そ
の
他

校
長
室
、
職
員
室
、
事
務
室
、
教
典

茎
、
印
刷
雫
　
坐
徒
余
寒
、
箔
唖

室
、
喪
衣
茎
、
保
健
塞
、
放
送
室
、

軽
輩
．
売
店
、
用
務
員
室
、
務
沸

室
、
念
頭
、
便
所
6
カ
所
、
懲
箋

4
総
工
費一一

〇
、
五
五
八
、
一
三
八
川
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国
土
諷
査
法
に
基
づ
く

地
籍
詞
盃
に
つ
い
て
　
（
二
）

今
回
か
ち
地
筋
髄
盃
の
歴
史
、
概

琴
工
程
、
方
法
、
問
題
点
、
利
点
、

等
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
す
。

「
∵
地
籍
調
査
の
歴
史へ其のー）

我
が
国
が
農
耕
を
始
め
た
の
は
弼
生

式
時
代
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
の

増
加
と
座
薬
技
術
の
発
展
す
る
に
つ
れ

ま
し
て
、
土
地
の
利
用
魔
は
高
ま
り
、

や
が
て
土
地
の
維
持
衛
班
上
、
そ
の
時

代
に
よ
り
、
所
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

興
っ
た
類
形
の
土
地
政
策
が
行
な
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
奈
良
平
安
時

代
素
周
っ
た
大
化
の
改
新
の
班
出
御
、

徳
用
三
百
年
の
封
建
制
度
確
立
の
耗
嘘

を
作
っ
た
太
閤
検
地
、
並
び
に
明
治
維

新
の
近
代
脚
膣
で
あ
る
土
地
私
有
翻
斑

に
な
し
た
土
地
調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
お
け
る
社
会
御
慶
の
変
革
を
も

た
ら
し
、
域
は
そ
れ
を
決
定
づ
け
る
婆

園
を
な
し
た
も
の
と
し
て
我
が
閑
の
歴

史
上
特
に
有
名
な
も
の
で
あ
空
拳
す
。

1
大
化
の
改
新

た
ま
た
ま
蕪
穏
太
子
に
よ
っ
て
晒

（
ず
い
）
と
の
正
式
外
交
が
成
立
し
て

以
来
、
階
層
の
中
央
集
権
に
よ
る
古
代

図
案
の
機
樅
を
学
び
つ
つ
あ
っ
た
大
和

朝
廷
は
；
」
の
大
陸
先
進
国
に
習
っ
て

律
令
を
勧
志
し
、
豪
族
の
鷺
（
ぱ
っ

こ
）
を
お
さ
え
て
中
央
集
権
的
な
政
治

の
夫
改
輩
を
試
み
ま
し
た
。
こ
れ
が

大
化
の
改
新
で
あ
り
（
六
望
ハ
年
）
、

そ
の
土
地
政
策
が
斑
出
版
投
の
法
で
あ

り
ま
す
。
転
出
刺
は
、
曳
族
以
下
中
央

地
方
棄
族
の
私
地
私
民
を
解
放
し
て
、

す
べ
て
公
地
公
堤
と
し
、
人
が
坐
れ
て

六
才
に
な
れ
ば
男
に
は
二
段
（
七
二
〇

坪
）
女
に
は
そ
の
三
分
の
二
の
土
地
を

分
治
し
ま
し
た
。
当
時
の
家
族
は
郷
戸

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
行
政
上
の
単
元
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
然
的
家

族
で
あ
る
坂
戸
の
餓
戸
か
を
含
む
美
郷

の
家
族
に
類
す
る
も
の
で
、
耕
地
は
そ

の
家
族
風
教
に
よ
っ
て
計
算
し
て
郷
戸

に
割
り
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

改
新
の
村
落
制
は
鍵
戸
の
五
土
手
を

も
っ
て
一
つ
の
里
に
編
成
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
坂
田
鯛
の
施
行
に
当
っ
て

ほ
ぞ
の
変
筈
容
易
に
す
る
た
め
大
規

激
な
耕
地
整
理
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
町
四
方
を
基
礎
匿
画
と
土
ハ
町
四
方

を
堤
と
称
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
秦
と
里

と
の
織
機
の
姪
棟
に
よ
り
三
条
二
里
と

言
っ
よ
っ
に
呼
称
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

で
こ
の
地
割
秦
里
刺
と
盲
っ
の
で
あ

り
ま
す
。
条
里
制
は
た
だ
地
番
の
命
名

法
に
と
ど
ま
ら
ず
構
築
と
瑳
蝉
を
そ
の

界
線
に
配
亜
し
て
い
ま
す
。
班
田
制
に

よ
る
区
画
制
の
述
楯
は
現
在
佐
賀
螺
の

各
地
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
蔦
舶

市
か
ら
低
質
平
野
に
か
け
て
は
全
国
的

に
見
て
も
典
勘
的
な
形
態
素
道
程
し
て

お
り
ま
す
。
即
ち
現
在
我
々
が
使
用
し

て
い
る
字
切
図
の
学
名
に
、
坪
又
は
角

の
名
称
を
附
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
ま
ざ
れ
も
な
く
班
田
制
施

行
時
に
行
わ
れ
た
地
割
り
の
遺
構
で
あ

り
ま
す
。
大
化
以
前
の
地
積
を
測
る
単

位
は
ク
代
〟
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

元
来
稲
一
束
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
広

さ
を
称
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
盲

代
々
の
地
は
お
よ
そ
成
人
一
人
一
年
の

食
猫
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
孟
百
代

々
の
地
は
単
糖
家
族
を
一
年
支
え
縛
る

広
さ
と
し
て
区
画
づ
け
ち
れ
る
よ
っ
に

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
ま
す
。
や
が
て
大
陸
か
ち
度
量
衡
の

勧
度
が
伝
来
す
る
と
、
収
穫
量
を
魂
礎

と
し
て
、
は
か
ら
ね
た
土
地
の
広
狭
が

嚢
で
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大

化
の
改
新
で
は
長
さ
5
0
歩
広
さ
1
2
歩
を

段
と
建
め
た
が
、
こ
れ
は
大
化
萌
の

壷
∵
の
宝
十
代
考
に
当
り
、
十
段

を
町
と
し
た
が
、
こ
れ
は
同
じ
く
タ
五

百
代
々
の
地
に
相
当
し
ま
す
。
大
化
の

ク
歩
〟
は
大
尺
の
五
尺
で
現
在
の
六
尺

一
問
に
近
似
す
る
も
の
で
す
。
耕
地
の

形
は
十
二
間
に
三
十
胴
、
又
は
六
間
に

六
十
聞
（
三
六
〇
坪
）
で
あ
り
、
一
町

は
六
十
閲
四
方
の
土
地
で
、
こ
の
中
に

一
段
区
画
の
地
十
車
が
存
在
し
ま
す
。

こ
の
一
町
区
間
の
周
辺
に
は
原
則
と
し

て
水
路
及
び
噴
蝉
を
附
属
さ
せ
、
地
番

に
は
坪
又
は
角
の
名
称
を
付
け
∴
ハ
町

四
方
喜
里
と
称
し
一
里
の
中
に
は
三
十

六
個
の
一
町
盤
面
、
つ
ま
り
坪
（
舛
）

を
も
ち
、
こ
れ
に
一
の
坪
よ
り
三
六
坪

に
至
る
番
号
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
班

田
制
に
よ
る
土
地
の
分
給
は
六
年
毎
に

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
安
朝
晴
代
に
寧
ろ
や
、
縛
令

の
体
制
も
次
第
に
期
さ
れ
て
、
土
地
人

民
が
再
び
豪
族
に
よ
り
私
有
化
さ
れ
、

政
治
の
実
権
が
朝
廷
よ
り
幕
府
の
手
に

移
る
に
及
び
、
班
田
制
は
完
全
に
崩

れ
、
い
わ
ゆ
る
庄
幽
制
の
時
代
と
移
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
　
I
つ
づ
く
－

以
下
次
号
【
地
籍
調
査
の
歴
史
（
典
の

二
）
大
開
横
型

不
時
の
火
災
に
備
え
て

1
－
⊥
移
門
横
線
合
避
難
防
火
訓
練
実
施

最
近
客
襲
C
高
層
建
築
物
の
火
災
が

発
任
し
、
多
数
の
騒
晴
着
を
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
島
陣
小
学
校
も
防
寧
工
事

に
よ
り
高
層
建
築
に
改
築
ざ
れ
ま
し
た

の
で
、
学
校
当
局
も
か
ね
て
か
ら
、
町

消
防
両
に
対
し
て
、
不
時
に
備
え
て
堤

務
の
謹
書
安
全
な
る
墟
髄
と
、
消
火

の
迅
速
化
を
計
る
た
め
の
訓
維
持
型
を

撃
…
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
町
消
防
田

も
こ
れ
を
重
要
祝
し
∵
学
校
と
一
体
と

な
り
結
合
的
擬
態
、
防
火
訓
線
素
．
去

る
3
月
被
日
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
2
鴫
「
給
食
求
か
ち

出
火
」
を
想
定
の
↓
宰
」
に
発
煙
筒
を
た

き
、
校
内
非
常
ベ
ル
が
鳴
り
ひ
び
く
中

を
会
見
茄
は
先
生
の
誘
斐
C
調
速
か
つ

整
然
と
運
動
場
に
避
雑
を
什
な
い
、
こ

の
間
わ
ず
か
約
2
分
二
万
消
防
用
員

は
役
場
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
本
部

の
消
防
薯
は
じ
め
、
島
用
筏
ほ
の
客

消
防
岡
凧
、
浅
木
校
区
の
分
団
長
以
上

の
図
日
約
七
〇
名
が
3
分
後
に
は
現
場

に
か
け
か
け
、
本
醇
さ
な
が
ら
の
防
火

訓
練
を
鹿
闇
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
、
水
巻
町
消
防
署
の

語
長
以
下
幹
部
数
名
も
技
術
指
託
の
た

め
を
周
桑
軸
い
、
訓
練
後
楼
内
の
消
火

設
鶴
、
避
鑑
方
法
等
に
つ
い
て
群
純
な

指
尊
を
っ
げ
、
今
後
の
不
鵬
の
火
災
に

備
え
有
怒
慶
な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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「水稲直播研究会「

水郭直播試験日調査一驚衷　　　（遠賀町内）

実施地区 �品∴∴越 �経理期匿当羅浬露　除∴革 ��施肥成分 

ぬ∴∴淳 �ホーヨク アリアケ �6月把　5．0升誓書言下藷 －－＿遼寧キl園 ��N　g P　7 K　9 �4才 6 （汝 

別　　府 �ホ一三ク 6月9日　　　4．5 �PCP1回 ヒエ取l圃 �NlO P　4 X，∴∴4 �69 4 戯 

末　　寺 �シラスイ �6月7日　5・巾霊‾「恵 ��Nll P　s K∴∴10 �蘭－ 0 08 

実施地区 �出穂期 �坪当〝り 採∴∴数 �実∴敵∴琉 （反当り） �備　　　　　　　考 

底∴∴纏 �9月14円 �採 74 �495 � ～18 ���倒伏 

別　　府 �9月12日 i－14 �75 �510 �肥料不足気味 

本　　尊 �9月14円 　＿i16 �（遜 �615 �肥培管理膜壁とも良好 

2　表　　　　栽培区分による変化　　（三隣町実験農場）

栽培区分 �歩∴∴合 �母堂機敏 （3．3㍍） �出穂期「癌訊実施面積 

淡水区 �　寸 51＿53 �1．617 �9月14日 　＿18 �9窮問 �　アi・－ル 〈∴∴114 

薄田区 �54＿56 �1．594 �9月塩　　73・5 ��343 

移桐区 �i乃 �1．029 �9月韮　132・6 

断　面　図
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議
等
の
試
験
田
見

開
和
四
十
年
按
の
水
稲
臨
海
栽
培
は

全
株
で
六
〇
ア
ー
ル
（
六
度
歩
）
に
過

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
均
反
収
で
は

普
通
栽
培
を
上
廻
る
好
成
績
を
お
さ
め

栽
培
接
穂
に
つ
い
て
も
安
定
的
な
も
の

で
、
今
後
喪
に
研
究
を
か
さ
ね
駿
砦

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

栽
培
の
繊
況
糞
は
別
表
の
と
お
り
で

す
が
大
別
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

1
発
芽
状
態
は
、
高
温
多
照
に
恵
ま
れ

良
好
で
あ
り
、
む
し
ろ
発
茅
は
多
目
　
3
施
肥
通
は
普
通
栽
培
よ
り
二
割
増
の

で
あ
ご
㍍
∴
∴
∴
∴
∴
∴
∴
壁
霜
を
。

2
ヒ
エ
取
り
除
草
剤
の
ス
タ
ム
乳
剤
　
4
昨
年
は
頓
穣
期
が
普
通
栽
培
よ
り
連

は
、
薬
害
各
館
な
っ
た
が
、
成
育
後
　
く
れ
、
者
米
、
く
ず
米
の
率
が
轟
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
稲
作
の
省
力
化

に
つ
い
て
は
現
在
の
小
額

な
分
散
的
穀
憲
で
は
逆

に
労
力
は
余
分
に
か
ゝ
わ
、

防
除
回
数
で
も
、
普
通
圏
よ

り
ニ
ー
三
回
多
目
に
な
っ
て

お
り
決
し
て
省
力
対
策
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
、
た
だ
田

樋
時
の
労
力
配
分
と
し
て
の

意
義
は
十
分
認
め
ら
れ
ま

か竺
…
－

す。
今
後
の
期
待
は
、
砥
播
栽
培
が
拭
験

的
段
階
か
ら
実
用
段
階
に
移
行
し
て
行

け
ば
、
栽
培
地
も
当
然
集
団
的
に
ま
と

ま
り
、
機
械
悪
童
と
栽
培
体
現
の
紀
　
要

合
せ
に
よ
り
、
生
産
力
の
碓
篠
と
、
省

力
化
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

一

日

「
カ
ズ
ラ
」
の
桔
殺
剤

ッ
ル
キ
ラ
ー
の
効
果

最
近
、
労
力
の
不
足
に
よ
り
、
山
林

の
下
専
刈
が
思
う
よ
っ
に
な
ち
ず
、
せ

っ
か
く
の
斬
植
林
も
三
～
四
年
を
期
せ

ず
し
て
、
下
革
か
ら
巻
き
倒
さ
れ
た
林

地
を
み
か
け
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
下
蜜
の
中
に
「
カ
ス

ラ
類
」
が
あ
り
ま
す
、
カ
ズ
ラ
の
樟
雑

に
つ
い
て
は
、
既
に
実
用
化
し
て
お
り

完
全
な
成
薬
を
収
め
て
お
り
ま
す
。

柱
殺
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す。1
薬
剤
名
　
ツ
ル
キ
ラ
ー
（
彊
議
ナ

ト
リ
ウ
ム
他
吸
収
助
刻
混
用
）

2
使
用
時
期
　
五
月
以
降
十
月
ま
で
の

成
育
旺
盛
な
時
期

3
使
用
方
法
　
カ
ス
ラ
の
基
部
を
探
し

出
し
、
図
の
よ
う
に
＋
文
言
に
刑

り
、
チ
エ
ー
フ
入
り
の
薬
婆
竃

入
す
る
。

4
使
用
罷
∴
使
用
概
は
根
株
の
直
径
一

睡
に
対
し
本
則
〇
・
克
⊥
グ
ラ

ム
使
用
し
、
注
入
後
は
燕
や
、
土

な
ど
で
法
人
部
を
覆
い
、
雨
水
の

流
入
を
防
ぐ
。

5
効
果
処
理
後
一
〇
日
目
で
薬
が
黄

変
し
、
一
ケ
月
後
で
薬
は
枯
れ
枝

部
が
熱
愛
す
る
。

6
注
意
事
項
　
カ
ズ
ラ
の
基
部
に
傷
を

つ
け
る
と
き
ば
切
断
し
な
い
こ
と

・
本
剤
は
可
燃
性
で
あ
る
の
で
火

気
に
通
か
づ
け
な
い
こ
と
。

・
飽
剤
と
の
混
合
は
不
可

1
億
橋
　
本
剤
三
〇
〇
グ
ラ
ム
入
り
価

格
は
五
五
〇
国
造
度
で
、
カ
ズ
ラ

三
〇
〇
～
四
〇
〇
株
が
処
理
で
き

る。



uNの撒町
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今
月
　
の
税
金
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〇
固
定
資
産
説
∴
∴
∴
第
－
期
分

○
軽
自
動
車
読
∴
∴
帝
【
　
∴
貌

納
期
限
　
四
月
二
十
五
日

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

町
内
小
中
学
校
教
職
員
異
動

懸

弼

計

H

襲
近
代
化
資
金
は
こ
存
知
の
と
お
　
と
お
り
で
す
の
で
、
捜
融
拝
類
は
軍
国

り
年
五
回
に
分
け
て
、
申
込
み
を
受
付
　
に
命
蔑
閲
に
て
手
堅
毒
と
り
申
込

け
て
お
り
ま
す
が
、
申
込
期
別
は
次
の
　
み
下
さ
い
。

昭
和
4
0
年
肺
葉
の
教
職
蹟
異
動
が
、

4
月
1
日
付
で
発
令
に
な
り
ま
し
た
が

町
内
小
中
学
校
教
職
員
の
異
動
は
汝
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
・

な
お
、
遊
資
中
学
校
で
は
、
4
1
年
度

は
仕
種
数
が
少
く
な
っ
て
、
学
級
数
で

2
学
級
、
教
員
定
数
で
3
名
、
そ
れ
ぞ

れ
減
少
に
な
り
ま
し
た
。

遠
賀
中
学
校

0
転
　
入

中
西
∴
照
夫
（
宗
像
郵
相
聞
中
学
）

山
崎
∴
宏
美
（
底
児
彙
勝
．
日
中

学）

○
転
　
出

許
斐
ハ
ツ
子
（
退
∴
磯
）

鹿
瀬
∴
福
撃
（
宗
像
郡
）

久
野
金
之
壷
（
行
橋
市
）

上
野
　
修
（
筑
紫
郡
）

小
原
　
締
隆
（
芦
屋
小
）

林
　
秦
襲
（
頓
釆
小
）

（
旧
姓
∴
副
出
）

浅
木
小
学
綬

○
転
　
入

石
掻
∴
光
一
（
頓
未
小
）

鈴
木
　
筋
子
（
宮
崎
螺
江
平
小
）

田
中
　
千
年
（
学
大
闘
属
小
研
倍
賞

よ
り
復
帰
）

○
転
∴
出

石
松
∴
瀞
代
（
退
∴
賊
）

門
司
　
僚
友
（
狭
小
教
頭
）

石
松
∴
章
子
（
畠
的
小
）

島
門
小
学
校

○
転
　
入

石
絃
　
華
子
（
藻
大
小
）

○
転
∴
出

番
∴
∴
勝
行
（
山
出
水
）

長
谷
川
信
子
（
岩
屋
小
）

学
窓
を
巣
立
っ
た
人
と
社
会
保
険

行発臼LJ月4－年
一
〇
一和昭

〟
身
体
障
害
者
手
旗
所
持

者
は
福
岡
大
博
覧
会
入

場
料
が
掌
編
に
〟

現
在
福
間
市
大
渡
公
園
で
開
催
中
の

福
岡
大
博
覧
会
の
大
域
料
に
つ
い
て
、

主
催
者
（
西
出
本
新
聞
社
）
の
好
運
に

よ
り
、
身
体
陣
窒
皇
康
の
交
付
を
受

け
て
い
る
身
体
障
害
者
に
限
り
、
当
日

入
場
料
金
（
大
人
三
五
〇
円
）
の
半
額

が
割
引
き
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
身
体

賠
害
者
手
暇
を
所
持
し
、
入
湯
の
陳
係

遠
賀
保
健
所
の

乳
幼
児
検
診
時
閲
の
変
更

に
つ
い
て

従
来
、
待
遇
火
曜
日
の
午
前
中
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
乳
幼
児
検
診
は
、

四
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
照
　
等
週
火
曜
日

受
付
時
間
　
　
1
3
時
か
ら
1
5
時
ま
で

員
に
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

蕾

畠

当

学
生
時
代
は
父
兄
の
扶
養
家
族
と
し

て
社
会
保
険
の
適
用
を
受
け
る
の
か
普

通
で
す
が
、
学
投
棄
薬
し
て
社
会
人

と
し
て
独
立
す
る
よ
う
は
な
れ
ば
自
分

自
身
が
本
人
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
社
会

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

わ
が
国
の
社
会
保
険
制
度
に
は
大
き
く

わ
け
て
、
瑞
気
に
な
っ
た
と
き
に
は
医

藤
が
受
け
ら
れ
る
医
療
保
険
と
、
と
し

を
と
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
、
あ
る

い
は
一
家
の
働
き
毒
矢
な
っ
た
り
し

た
と
き
に
家
族
の
生
活
を
保
椎
す
る
と

年
金
保
険
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
人
の
蛾
境
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
か
の

社
会
保
険
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
従
業
員
が
五
人
末
鵜
の
個

人
商
店
の
経
常
藷
や
従
楽
員
の
人
、
一

般
異
聞
糠
薬
に
勤
め
る
人
、
家
軒
に
従

事
す
る
人
（
欒
）
な
ど
は
自
分
で
加

入
の
手
続
を
し
な
い
以
上
社
会
保
障
は

な
′
祭
器
り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
々
の
た

め
に
国
民
年
金
が
あ
る
の
で
す
。

加
入
手
談
は
簡
単
で
す
。
役
場
社
会

係
ま
た
は
勤
め
先
の
社
会
饅
事
務
所

の
係
の
人
に
お
専
ね
下
さ
い
。

春
の
交
通
安
全
運
動
月
間

福
岡
県
で
は
、
人
重
畳
の
見
地
か

ち
、
す
べ
て
の
県
民
に
正
し
い
歩
行
、

安
全
な
運
転
を
習
慣
づ
け
て
悲
惨
な
交

通
事
故
を
一
掃
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
交
通
安
全
遊
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
零
す
。

◎
実
施
期
間

四
月
一
ロ
ー
五
月
三
十
一
日

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
も
う
一
度
よ
く
見
て
渡
れ

手
を
あ
げ
て

○
ブ
レ
ー
キ
は
早
目
に

ス
ピ
ー
ド
は
控
目
に

○
飲
ん
だ
ら
乗
る
な

乗
る
な
ら
飲
む
な

「
公
売
の
目
的

滞
納
町
税
整
理
の
た
め
蓬
押
物
件

を
公
売
す
る
。

二
、
公
亮
物
件

瑳
話
∴
遼
賀
川
局
三
〇
番

遠
賀
的
大
字
島
津
手
柄
ケ
尻
八
八

一
番
の
一

一
、
田
　
六
敵
襲
捻
六
歩

遼
督
町
十
全
義
幸
山
ノ
下
七
五

三
、
公
亮
（
入
札
）
の
日

時
及
び
場
所

四
月
二
五
日
　
九
時

遠
賀
町
役
抵
∴
税
務
係

の
、
繊
細
に
つ
い
て
は
役

場
漠
務
係
ま
で
お
い
で

下
さ
い
。
　
　
　
以
上

｛


